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建築基準法工作物
確認申請全て可能
(H=8.5m　確認実績あり）

セーフティウォール工法は、杭および控えアンカーを利用した垂直擁壁工法で、在来の垂直擁壁に不可欠な底盤が
不要であるという特徴を持ちます。これにより、施行断面が小さくなり自然環境への影響も抑えて対応できます。
既に、底盤のいらない擁壁として建設大臣により認定（日本建築センター評定及び建設大臣「個別」認定取得済）
され、バックアンカー式・ブラケット式・ピット式の3種の形式において特許を取得してます。

底盤が不要なため、施行断面が小さく自然の安定した地盤への影響
を抑えることができます。
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バックアンカー式 ・特許第1613011号
ブ ラ ケ ッ ト 式 ・特許第2824217号
ピ　ッ　ト　式・特許第2871548号
擁 壁 補 強 工 法   

取得特許内容

・特許申請中

セーフティウォール工法は、杭および控えアンカーを利用した垂直擁壁工法で、在来の垂直擁壁に不可欠な底盤が
不要であるという特徴を持ちます。これにより、施行断面が小さくなり自然環境への影響も抑えて対応できます。
既に、底盤のいらない擁壁として建設大臣により認定（日本建築センター評定及び建設大臣「個別」認定取得済）
され、バックアンカー式・ブラケット式・ピット式の3種の形式において特許を取得してます。

高い垂直擁壁の適用によって急斜面地等でも平地面積が多く確保できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（認定壁高 =7.7m）

底盤が不要なため、施行断面が小さく自然の安定した地盤への影響
を抑えることができます。

老朽化した、または不適格な既存擁壁を残したままで新規に擁壁を施工できます。
（既存擁壁の撤去が不要）

（PC版設置）




